職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
環境コンサルタント会社で◯年間、環境アセスメントおよび法令に基づく調査業務を担当しています。大気質・水質・土壌のサンプリングと現地測定を年間◯件規模で行い、GC-MSやICP発光分析装置による分析、報告書の作成まで一貫して対応してきました。現場では天候や工程変更を見込んだ調査計画の組み立てを心がけ、官公庁案件では提出期限に合わせた進行管理も担っています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：環境アセスメントおよび環境分析を手がける環境コンサルタント会社（従業員約◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：環境調査員
【担当業務】
・大気質・水質・土壌汚染調査のサンプリングと現地測定（年間◯件）
・騒音・振動測定の実施と、測定結果の基準との照合・整理
・GC-MS・ICP発光分析装置を用いた室内分析と検量線・校正記録の管理
・調査報告書の作成、官公庁への提出対応および説明会資料の準備
【実績】
・土壌に関する調査を年間◯件担当し、採取計画と工程表を事前共有する運用に変えて全件を期限内に納品
・分析手順書と記録様式を整備し、記入漏れによる再測定が年間◯件から◯件に減少


■活かせる経験・知識・スキル
・大気・水質・土壌のサンプリングと現地測定
・GC-MS・ICP発光分析装置の操作と校正記録管理
・騒音計・振動計・pH計などの取り扱い
・調査報告書作成（Word・Excel・GIS）
■資格
・環境計量士（濃度関係）（20XX年X月取得）
・公害防止管理者（大気関係第1種）（20XX年X月取得）
■自己PR
採取から分析、報告までの記録を切れ目なく残し、データの根拠を説明できる状態に保つことが強みです。現場では採取地点の写真と気象条件、機器の校正記録を定型の様式にまとめて共有し、分析担当との確認回数を減らしたうえで、再測定が必要となる案件を年間◯件から◯件に減らせました。貴社でも複数現場が重なる時期に、記録と工程の管理を担いながら調査品質を保つ役割を果たしたいと考えています。
以上
